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205号

　この広報誌は“ふるさとをきれ
いにする運動”を推進するために
配布しております。

　笠岡市では、平成21年度から家庭や事業所に「緑の
カーテン」の設置を呼びかけ、電力消費を抑えつつ夏を
涼しく過ごす取り組みを進めています。今年度からは、
多くの市民に取り組んでいただくため、ゴーヤの苗を育
て無料で市民の方に配付しました。
　緑のカーテンは、日差しを遮り室温の上昇を抑えるほ

か、見た目に涼しい印象を与えます。公民館や学校での
取り組みは、地域のみなさんが土づくりやネットの設置
に関わるようになり、人のつながりが深まっています。
　また、家庭で栽培されている方は、ゴーヤとアサガオ
を一緒に植えて見栄えを良くしたり、地面の照り返しを
防ぐためスイカやトマトを植えてみるなど、皆さん様 な々
工夫をされ、よい相乗効果が生まれています。
　来年も楽しみながら取り組める「緑のカーテン」の輪
を大きく広げ、市民一人ひとりの力で節電効果をより一
層高めていきたいと思います。

笠岡市社会福祉協議会

井笠
支部

笠岡市環境衛生協議会

　「緑のカーテン」で
　　　　　夏の節電効果あり !!
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支部だより

　
　吉備中央町では、毎年、吉備中央町環境衛生協議会
員や町職員により町内のクリーン作戦を行っています。
平成25年度は、12月4日に吉備中央町竹部の県道72号
岡山賀陽線沿いの待避所及びその周辺で、クリーン作
戦を実施し、同協議会員や町から約20人が参加しまし
た。
　実施内容は、2箇所ある待避所の周りの草刈り、雑
木伐採を行い、その後、既設の古い不法投棄防止ネッ

トを新しい物へ交換や新規に不法投棄防止ネットを設
置し、ネット設置区間を延長しました。また、ネット設置
後には不法投棄防止を呼び掛ける看板や、防犯用の監
視カメラの設置を行いました。そして、待避所及び待避
所付近の県道沿いのごみ拾いも行いました。集めたご
みは、資源ごみ、可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみに分別
し、ごみ処理場へ運搬しました。
　このような活動を通じて、環境の大切さを一人ひとり
が認識し、ごみを減らすためのリデュース、リユース、リ
サイクルの普及啓発を図りながら、ごみの減量化を推進
し、自然環境と共生するまちづくりをめざしていきたい
です。

　私たちは、津高地区の各町内会・自治会から選出さ
れた理事85名で構成されています。本地区は、笹ヶ瀬川
中流域の旧国道53号線沿いの近くの近年宅地化が進
む地域と、笹ヶ瀬川上流域の山間に水田と果樹園の広
がる地域と、広範囲にわたっています。また、山陽自動
車道の岡山IC及び岡山空港を有し、交通の要衝となっ
ています。
　我が協議会の活動についてですが、毎月18日の午後
３時に津高地域センターに集まり、国道53号線の清掃	

活動と、クリーンな町づくり及び不法投棄防止のキャン
ペーン活動を行っています。また、５月30日には各町内
会・国交省などに呼びかけて「ゴミゼロ作戦」と銘打
ち、国道53号線の美化とキャンペーンを、９月には「ふ
れあいマスカットまつり」に参加して会場の美化活動と
PR活動を、３月中旬には大型商業施設の駐車場を借り
て「不法投棄防止拡大キャンペーン」と銘打ち、周辺の
美化活動とキャンペーンを行っています。
　住民の方々のご理解とご協力をいただきながら、微
力ではありますが、環境衛生の向上に尽力していきた
いと思います。

岡山
支部

岡山市
支部

吉備中央町環境衛生協議会

　クリーン作戦について

会長　重松　俊輔

　津高地区環境衛生協議会の紹介
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　本年度、早島町環境衛生協議会では、町内各所に不
法投棄禁止を呼び掛ける啓発看板を設置しました。
　町内では、茂みや草むらといった人目に付きにくい場
所に、家電や家具等の不法投棄やポイ捨てが見られ、
発見次第撤去していますが、しばらくすると再び同じ場
所に捨てられるというのが現状で、なかなか改善しませ
ん。
　そこで、啓発看板を設置し、不法投棄禁止を呼び掛
ける取り組みを行いました。
　この看板は、地元の中学生に描いてもらったポス
ターを使用していることが特徴の一つです。中学生に
描いてもらうことで、町内で起こっている不法投棄問題
を認識してもらうこと
ができますし、地域が
一丸となって取り組ん
でいる姿勢を示すこと
もできるので、効果的
な対策ではないかと考
えています。
　このような看板を設
置する必要がなくなる
事を願い、これからも
不法投棄対策に取り
組んでいきます。

　美咲町環境衛
生協議会では、
不法投棄０

ゼロ

を目
指して「不法投
棄監視パトロー
ル」を行っており
ます。
　美咲町は「旧中央町」、「旧旭町」、「旧柵原町」の３
地区に分かれており、環境衛生協議会委員の中から不
法投棄巡視員を選任し、それぞれの地域で定期的に巡
回をしております。
　また、不法投棄防止の看板設置も同時に行っていま
すが、不法投棄は依然として続いております。捨てられ
ているごみの多くは、ポイ捨てされた空き缶等ですが、
家庭可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみの廃棄も続いてお
り、巡回や看板設置では限界があるのではと考えさせ
られます。
　当然、捨てる者が悪いのですが、“マナーの問題…”
と一律に決めるのではなく、“なぜ捨てるのか”という背
景にある問題を考えていけば不法投棄も減ってくるの
ではと考えます。
　今後も、不法投棄０

ゼロ

を目指して、微力ではありますが
地区内の巡回パトロールを実施し、美しい自然を守り、
環境美化に努めていきたいと思っております。

　私の住んでいる草間台では、自然界にたくさん生息
しているニホンミツバチに快適な巣箱を提供し、その家
賃として、彼らが蓄えた蜂蜜を少しだけお裾分けしても
らおうという試みが数年前から始まり、昨年の春ごろに
は、30人ほどの人が飼育するまでになっていました。
　ニホンミツバチは不思議な力をもっていて、飼い始め
た人は、皆その虜になり毎日眺めて楽しむようになりま
す。そして美味しい蜂蜜をお裾分けしてもらい、果樹や
野菜の受粉の手助けまでもしてもらいます。

　農薬に弱いニホンミツバチが、元気に暮らしていると
いうことは、そこでは減農薬の優れた農業が行われて
いるということの証しでもあります。
　しかし、昨年夏の異常な暑さの影響か、サックブルー
ド病というニホンミツバチの伝染病が流行り、地域から
彼らがほとんど姿を消してしまいました。現在わずかに
生き延びてい
る彼らが再び
数を増し、私た
ちを元気づけ
てくれることを
祈っている今日
この頃です。

倉敷
支部

早島町環境衛生協議会

　不法投棄への対策

新見
支部

新見市環境衛生協議会　会長　杉　秀樹

　ニホンミツバチについて　　

津山
支部

　不法投棄０
ゼロ

を目指して

美咲町環境衛生協議会
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循環と共生

　私たちの地区では、自然環境と調和のとれた「蛍の
生息する町で暮らせる地域づくり」に取り組んでいま
す。
　また平成23年からは、「いつも当たり前に使っている
モノ、実はとても貴重なモノかもしれない！これからの
暮らしに役立つかもしれない！子どもたちの未来のた
めに役立つかもしれない！」をキーワードに、「共に生き
ようエコトピア灘崎」をテーマとして活動を行っていま
す。
　平成26年５月31日には、灘崎公民館で環境意識の向
上とホタルの飛び交う町を目指して、「なださきホタルま
つり」が開催され、当協議会も参加しましたのでご紹介
します。

①灘崎地区環境衛生協議会からは、「なださき地域の
田舎風景と調和のとれた町のピカピカ美化活動を展
開する」をテーマに、写真展や「環境プラザ」・「環
境のひろば」の配付を行いました。また体験学習とし
てアルミ缶風車作りを行い、大変好評でした。

②ひょうたんでエコ活動では、灘崎特産のひょうたんを
使った「第３回ひょうたんのグリーンカーテンコンテス
ト」を開催し、参加者を募集しました。参加された方
には種を配布し、ひょうたんの育て方の指導を行い
ました。

③廃油キャンドル作りでは、廃油を使ったリサイクル
キャンドルを作りました。これは６月７日に開催された
ジャズナイトコンサートで使用され、コンサートに彩り
を添えました

④誰でも参加できる活動として、ペットボトルキャップ
やプルタブなどの回収を行いました。ペットボトル
キャップはワクチンに、プルタブは車いすなど、様々
な形で役立てられています。

⑤その他にも、ホタル祭り関連イベントとして６月８日に
ホタルウォーキングと銘打ち、迫川・奥迫川のホタル
ロード・あじさいロードを、源氏ホタル・平家ホタル・
姫ホタルの三種を楽しみながらウォーキングしまし
た。

　当協議会独自のＥＳＤ活動（いいことは（Ｅ）、すすん
で（Ｓ）、伝承しましょう（Ｄ））は、私たちの循環と共生
に取り組む上で、最も基本の姿
勢です。未来のためにも、地域の
ためにも、自然環境を守る環境
権を日本国の法律で、確立した
いものです。

　岡山県では、レジ袋削減の取組として「マイバッグ・チャレンジ３０」を実施し
ています。これは、11月の「おかやまマイバッグキャンペーン」期間中の３０日間、
買い物にマイバッグを持参して、レジ袋の受取を辞退した回数をグループで競い、レジ袋の削減やCO２

の削減の効果を「見える化」する取組です。ごみの減量と環境保全のため、また、環境にやさしい生活への
「きっかけ」として、この機会に「マイバッグ持参」に取り組んでみませんか。
　参加資格は、岡山県内に在住又は勤務している方のグループで、2人以上でお申し込みください。
詳しくは岡山県循環型社会推進課のホームページをご覧いただくか、電話にてお問い合わせください。

申し込み締切

10月31日金

ホームページ：http://www.pref.okayama.jp/page/351294.html
岡山県循環型社会推進課　TEL：086-226-7306

灘崎地区環境衛生協議会 会長　今中　慶一

「マイバッグ・チャレンジ３０」
　　　　　　の参加者募集中!!
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　日本では「食品廃棄物が年間約1,700万トン出されています。このうち、食べられるのに廃棄される食品、
「食品ロス」は、約500～800万トンと試算され、我が国の米の年間収穫量約850万トンにほぼ匹敵します。
　そして食品ロスの半分は販売前に、規格外品、期限切れ等により、手つかずのまま廃棄されます。原因とし
ては、食品メーカー、卸、小売の間で取り決めている商習慣（「賞味期限」、「消費期限」、「過剰生産」等々）や
流通のムダもあり廃棄処分されてしまいます。
　また食品ロスの半分は、一般家庭からのものです。家庭での一人あたりの食品ロス量を試算すれば、一年
間で約15キログラムに及び、60回分の食事に相当します。
　一方、世界では、約９億人の人々が栄養不足の状態にあります。食品ロスの削減を目指し、わが国が世界に
誇るべき「物を大事にする、もったいない」精神を大切に、一人ひとりの意識、行動改革を実践し、できること
から始めましょう。

出典：農林水産省資料を消費者庁にて作成

県民一人ひとりのもったいない精神に期待！

愛称：ろすのん

「ろすのん」は、食品ロス削減国民運動（NO-
FOODLOSSPROJECT）のロゴマークとして
作成されました。

★名　前：ろすのん（男の子）
★由　来：食品ロスをなくす（non）という
　　　　　意味から命名
★メッセージ：真ん中の赤丸「●」は、お皿を
　　　　　イメージ
　　　　　下の二本線「＝」は、お箸を
　　　　　イメージ
　　　　　右目の涙は「もったいない」感情
　　　　　を表現
★口　癖：語尾に「のん」が付く

食品ロスについて
広報委員　延原　　健

高 梁 市 発 足 10 周 年 記 念

環境
フェア in たかはし 2014
日時

場所

平成26年10月25日（土）

高梁総合文化会館

主催：高梁市環境衛生協議会、高梁市、岡山県備中県民局
共 催：岡山県内水面漁業協同組合連合会、高梁川漁業協同組合、成羽川漁業協同組合、
　　　高梁市教育委員会、高梁川流域連盟
お問い合わせ／高梁市環境衛生協議会事務局　高梁市環境課　Tel（0866）21-0259

高梁川の
お魚たち

●NPO法人フォレストフォーピープル岡山
　●吉備国際大学政策マネジメント学部
　　環境リスクマネジメント学科
　　井勝研究室

公益財団法人
水島地域

環境再生財団

岡山県
マスコット
ももっち

●アユの塩焼き
●神原うどん
●備中牛バーガー
●ベンガラカレー
●インディアントマト焼きそば
●高梁紅茶 など

太陽光 など

スタンプラリーも
あるよ!!

先着200名に
景品がもらえる

裏面も見
てね!!

11：00～15：00

13：00～15：00

●小学生ポスター（絵画）コンクール
●小学生ファミリーエコチャレンジ
　コンテスト

１日の
合計
41.0g

過剰除去
22.7g
（55％）

過剰除去
22.7g
（55％）直接廃棄

7.3g
（18％）

直接廃棄
7.3g
（18％）

食べ残し
11.1g
（27％）

食べ残し
11.1g
（27％）

食べられる部分まで
過剰に除去して廃棄

（例：大根の皮の厚剥き）

食事として
使用・提供されたが、
食べ残して廃棄

消費期限切れや
賞味期限切れにより、

食事として使用・提供せずに
そのまま廃棄
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平成26年度  定例総会を開催
　平成26年度の定例総会を５月20日に「ピュアリティまきび」で開催しました。
　平成25年度事業実績・決算、平成26年度事業計画・予算について審議し、承認されました。
　また、（社）岡山県環境衛生協会の臨時総会をあわせて開催し、清算事務報告を行い、承認されました。
　来賓として、築島明環境省中国四国地方環境事務所長、役田昌幸同所廃棄物・リサイクル対策課長、足羽憲治副
知事、杉原雅夫環境文化部次長、佐藤千鶴子岡山県愛育委員連合会副会長、中川初美岡山県栄養改善協議会会長
を迎え、盛大に開催されました。
　また、議事に先立ち、環境衛生改善活動に多大の功績があった団体、個人に対し、表彰状及び記念品の贈呈を行
いました。

◆環境衛生改善事業功労・団体
◦岡山市立香和中学校生徒会（岡山市）　　　　　　　◦倉敷市環境衛生協議会玉島地区協議会乙島支部（倉敷市）

◆環境衛生改善事業功労・個人
渡邉　　實（岡山市）　髙橋　　勝（倉敷市）　武政　三郎（倉敷市）　三宅　敏明（倉敷市）　森原　誠一（里庄町）
豊田　成之（美作市）

◆清掃事業功労
岡井　美幸（倉敷市）　野々垣善明（倉敷市）　庄司　信之（倉敷市）　兼信　隆政（倉敷市）　川田　和市（総社市）

◆環境衛生改善事業功労・団体
◦岡山市立横井小学校児童会（岡山市）　　　　　　  ◦岡山市立高松中学校生徒会　　　　　　　　　　（岡山市）
◦岡山市立鹿田小学校児童会（岡山市）　　　　　　  ◦倉敷市環境衛生協議会玉島地区協議会南浦支部　（倉敷市）
◦中島田町二丁目町内会　　（岡山市）　　　　　　  ◦倉敷市環境衛生協議会玉島地区協議会穂井田支部（倉敷市）

◆環境衛生改善事業功労・個人
林　　淑子（岡山市）　樋口　正信（岡山市）　人見　　恒（岡山市）　甲　　潤一（岡山市）　中田登美子（岡山市）
柏原　英三（浅口市）　手塚　幸惠（高梁市）　石井　悦子（倉敷市）　宇野　弘之（倉敷市）　守屋　新一（倉敷市）　
山本　光夫（倉敷市）　妹尾　　孚（里庄町）　杉山　宏雄（久米南町）澤山　祥子（真庭市）　池町　明子（真庭市）

◆清掃事業功労
柏村　正勝（瀬戸内市）石原　恵一（岡山市）　河野　　博（岡山市）　山中　勝信（岡山市）　岡﨑　逸夫（岡山市）
池本　晴生（岡山市）　前原　清一（岡山市）　藤原　常智（岡山市）　矢野　彰男（倉敷市）　吉福　幸次（倉敷市）
原田日出夫（倉敷市）　坪井　　泉（倉敷市）　川原　時夫（高梁市）　桒田　和行（笠岡市）　片岡　義勝（津山市）
井田　東光（真庭市）　	

◆環境衛生改善優良地区
◦西隆寺吉田環境衛生組合　　　（岡山市）　　　　  ◦金岡中町内会　　　　　　　　　　　　　　　　（岡山市）
◦イエローハット岡山インター店（岡山市）　　　　  ◦倉敷市環境衛生協議会玉島地区協議会乙島東支部（倉敷市）

◆環境衛生改善地区育成功労
久志　彰三（岡　山）　河本　富夫（岡山市）　錆川　吉正（岡山市）　小坂　　猛（岡山市）　太田　雅敏（岡山市）
西方　立夫（岡山市）　臼井　　晃（倉敷市）　長尾　　秀（倉敷市）　大橋シゲ子（倉敷市）　大西　弘二（倉敷市）
須増　智弘（倉敷市）　鈴木　邦彦（倉敷市）　山下　知子（倉敷市）　中濵　達土（井　笠）　上田　統祥（新　見）
坂本　慶子（真　庭）　谷奥　弘規（真　庭）　小椋　　懋（津　山）　杉山　宏雄（津　山）　村上　美代（津　山）

◆清掃業務従事功労
三村　隆人（岡　山）　東　　一徹（東　備）　山上　　弘（倉敷市）　五百森　悟（倉敷市）　天野　　誉（倉敷市）
柴田　卓士（倉敷市）　山口　章学（倉敷市）　小林　勝彦（井　笠）　山崎　康弘（津　山）　小坂田順子（勝　英）

岡山県知事表彰

岡山県環境文化部長表彰

岡山県環境衛生協会長表彰（支部名）
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新規賛助会員の募集
　当協会の活動は、賛助会員の皆様による支援金に
より成り立っています。
　地域に根ざした活動を引き続き行っていくため、
当協会では、ご支援いただける個人・団体を募集し
ています。
　地元で行われている清掃活動や不法投棄防止運動、
マイバッグ推進運動等への支援をお願いします。

１口１万２千円で、１口から入会できます。

賛助会員の皆様からの記事を募集します
　日頃から取り組まれている環境保全、環境美化に
関する活動について、賛助会員の皆様からの記事の
投稿をお待ちしています。

 字数：約400字
　　　（写真、図等をあわせて提供ください。）
 例：事業所付近の清掃活動、環境に配慮した事業・
　　製品、一般の見学者の受け入れ等。

新
規
賛
助
会
員
の
紹
介

専 門 委 員 会 の 活 動 報 告

環境保全委員会

◦第１回環境保全委員会　平成 26年８月 27日（水）15：30～ 17：00

◦第２回環境保全委員会　平成 26年９月 11日（木）13：30～ 15：20
　環境保全委員会では、今年の役員研修会（県協会の理事対象）の開催について議論しました。当初は、リ
サイクル工場などの先進地の視察も検討しましたが、最終的に外部講師による講演（ブッポウソウの保護に
ついて）及び各協議会の事例発表を行うことになりました。開催日時は、平成26年11月27日（木）、会場は
吉備中央町の「きびプラザ」で開催します。多くの県協会理事にご参加いただき、有意義な研修にしたいと
思います。

委　員　長　　五島　榮二
副委員長　　岡村　耕輔
委　　員　　濱田　久子、岸本　戴男、更谷　暢久、手塚　幸恵、杉　秀樹、澤山　祥子

環境保全委員：

■ブッポウソウ
　全長29cmの鮮やかな色をした鳥で、九州から本州の
山地の林に飛来し、スギやヒノキの大木があるところを
好む。
　名前の由来は「仏法僧」と鳴くと思われていたためで
あるが、実際にはコノハズクの鳴き声であり、ブッポウ
ソウはゲッゲッなどと濁った声で鳴く。
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地域環境の保全・創造に
　貢献する地域で
　　最も必要とされる組織へ 岡山県浄化槽団体協議会

一般社団法人
“生活排水の処理は浄化槽で”

広報委員

提言箱

編集後記

家族ぐるみで環境意識を！

　倉敷市では循環型社会づくりのひとつとして平成22
年１月から3Ｒより一歩進んだ5Ｒを推進しています。5
Ｒとは、リデュース、リユース、リサイクルに加えリフュー
ズ（不要なものをもらわない、買わない）リジェネレイ
ト（再生品を積極的に利用する）とした活動です。「リ
フューズ」、「リジェネレイト」とも家庭の買い物など、
日々発生している身近な事柄のなかで考え行動しなけ
ればならない活動です。
　今の世は、景気最優先で消費をあおるなどサービス
過剰とも思える販売合戦が行われております。そうし
たなかで購買意欲をそそられて、ついつい、たちまちい
らないものまで買ってしまうことがよくあります。買い物

は、日々おこなわれておりますが、少しでも環境にやさ
しい買い物を心がけることをするためには、家庭内での
会話が大切だと考えます。年寄りや若い夫婦、あるいは
親子同居家族など、それぞれの家庭での会話で環境に
係わる話題がすこしでもあれば、このことにより環境意
識が深まるのではないでしょうか。そのような中で5Ｒの
ことについての話題を入れればおのずから理解が得ら
れ行動ができると考えま
す。このような家族ぐるみ
の5Ｒ推進改善活動は当
倉敷市だけではなく県下
全域での活動を期待した
いです。

　私たち一人ひとりの日常の生活に、何の不自由も無く
暮らしている毎日から無意識の内に資源が消費され、
ごみを廃棄しているのが現状であろうと思います。
　地球規模の温暖化と世界的な豪風雨災害が盛んに
発生し、報道されている現在も経済の発展は全世界の
人類の、願いでもあります。しかしながら地球と資源は
無限で、自然は必ず回復するという前提が今、危ぶまれ
る時が来ているのではないでしょうか。
　そこで、私たちが心掛けなくてはならない事の一つ
にごみをどう処分するかではなく、ごみを出さない原点
に返り心掛けたいものです。
　さて、年２回発行の「環境のひろば」今回の205号
も、県内各地域での環境に優しい活動のご様子を伺い
知ることができました。有り難うございました。

　当協会の顧問（前会長）平松亀次さんの最近の個人
情報が入りましたので、編集後記を利用して、ご報告致
します。当協会の指導者として、自ら率先垂範して、環
境問題の美化向上に努力され、平成20年に退任して今
日に至っておりましたが、日進月歩の社会情勢に併せ
て、高齢となり、顧問としての職責を全うする事が出来
なくなりましたので、今期限りで、退任したいとの電話
がありました。今後は自分の地域での活動範囲で、環
境問題に微力ながら協力しますので、皆さんによろしく
との事でした。
　今日までのご指導を感謝すると共に、いつまでもお
元気でご長寿とご多幸あらん事をお祈りして、皆さんに
お知らせします。

委　員　長　山本 光敎　 副委員長　藤原　 浩　 
委　　員　室田　 勉　 石井日出子　 鈴木 邦彦　 村上 輝子　 延原　 健

倉敷市環境衛生協議会　光畑　芳夫

広報委員　室田　　勉


